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記者各位

組織の改正について

当社（社長：西尾　進路）および当社の精製部門のグループ会社である新日本石油精製株式会社（社長：小沢　稔）は、組織の

一部を以下の通り改正しますので、お知らせいたします。

記

1. 改正内容（名称変更および設置は２００７年４月１日付、廃止は同年３月３１日限り）

（１）小売販売本部

ア．販売総括部

①特約店サポートグループを設置する。

②特約店グループを広域販売グループに、物流効率化グループを配送企画グループに、中央受注配送グループを受注

配送グループにそれぞれ名称変更する。

イ．販売１部

①部の名称をリテール販売部に変更する。

②リテールサポートグループとＤｒ．Ｄｒｉｖｅ推進グループを統合し、Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅ推進グループとする。

③ハードグループをＳＳ開発グループに名称変更する。

ウ．販売２部

①部の名称をホームエネルギー部に変更する。

②ＬＰガス企画グループ、中間留分計画グループおよび灯油システム販売グループを廃止し、改めて、ホームエネルギー

グループおよびエネルギー機器販売グループを設置する。

（２）エネルギー・ソリューション本部 エネルギー・ソリューション総括部

①ＥＳＣＯグループとエネルギー・ソリューション技術グループを統合し、ＥＳＣＯグループとする。

②天然ガスグループを廃止し、改めて、天然ガス販売グループ、天然ガスプロジェクトグループおよびＬＮＧグループを設

置する。

（３）研究開発本部開発部

開発１グループをエネルギー機器事業化グループに、開発２グループをレコサール事業化グループに、開発実証グルー

プをエネルギー機器開発グループに、炭素利用プロジェクトグループを炭素材利用グループに、硫黄利用プロジェクトグル

ープを硫黄利用グループに、それぞれ名称変更する。

（４）支店

東京支店、関東第１支店、関東第２支店および関東第３支店の各エネルギー・ ソリューショングループを廃止する。

（５）製油所

ア．室蘭製油所

工務技術グループを設置する。

イ．仙台製油所

①製油２グループに製油３係を設置する。

②工務技術グループを設置する。

ウ．大阪製油所

工務技術グループを設置する。 　エ．水島製油所

建設プロジェクトグループを設置する。

オ．麻里布製油所

工務技術グループを設置する。

2. 理　　由

（１）原油の高値推移、低燃費車シフト、燃料転換等により今後益々石油の需要が減少し、競争が激化すると想定される

中、小売販売部門においては、組織の合理化・効率化を図るとともに、石油需要創出に向けたホームエネルギー機能の
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強化および長期戦略立案機能の強化を図るものです。

（２）また、エネルギー・ソリューション部門においても、同じく組織の合理化・効率化を図るとともに、天然ガスの新規国内イ

ンフラ整備、海外ＬＮＧ調達等天然ガス事業の強化を図るものです。

（３）研究開発本部開発部のグループの名称変更については、各グループが所掌する開発テーマについて社内外に明確

に表示することにより今後の事業化促進を図るものです。

（４）仙台製油所の製油２グループ製油３係については、現在建設中でありますＣＣＲ－ＰＬＡＴ（連続触媒再生式プラットフ

ォーミング装置）が２００７年１０月から試運転が開始される予定であり、本装置は大型の新設装置であるため既存の運転

係では管理可能範囲を超えていること、また、運転開始前の十分な準備作業が必要であることから、係を新たに設置する

ものです。

（５）水島製油所建設プロジェクトグループについては、今後、建設が予定されている第１溶剤脱瀝装置、ＲＩＮＧⅢのナフサ

移送配管等の大規模な新設工事の責任体制を明確にし、安全・品質にも配慮しつつ効率的な業務遂行体制を確保するた

め、グループを新たに設置するものです。

（６）現在、室蘭、仙台、大阪および麻里布の各製油所の工務グループにおいては、主に予算管理および　　設備検査・管

理に関する業務を所掌しておりますが、設備の信頼性の向上を図ることが喫緊の課題であることから、今般、設備検査・

管理業務については工務グループから切り出し、これを専門に所掌する工務技術グループを設置するものです。

以上




